
子ども へ の コ ー チ ングが中心｡
e ラ ー ニ ン クで子 ともたちが自律的に学ぶので ､ 勉

強を教えられなくても安心です｡

充実したバ ッ クアッ プ体制｡

活動に必f 超 パソ コ ンやマ ニ ュ アル を提供｡ tl 柑りの
ア ドバ イス など､ 継続的にサポ ー

トもします｡

私たらのパ
ー トナ ー と して ､ 経済的に余裕の ない子どもたらが学ぶ

｢ 放課後の教室｣ をつ < り出 してくださる方を募集 して い ます｡

学習自体はe ラ
ー

ニ ンク (イ ンタ
ー

ネ ッ ト上 の教材) を使 っ て ､ 子ど

もが主体的に取り組むカタチ｡

あなたの役割は､ 子 どもに勉強を教えるよりも､ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン

を通 して目標を 一 緒に考えたり､ で きたことを認め てあげるこ とが中
心になりますので ､ 教 えることに不安がある方でもこ安心< ださい ｡

また､ あなた自身が中心の ｢ 放課後の教室つ< り｣ を ､ 私たちがさま
ざまな仕組みでサポ ー トするとい う関係です ｡ やり方もあなたの 工夫

を反映できるので､ やりがい を感 じやすい ところが魅力で す｡

近隣の集会所､ 市民セ ンタ ー

､ 生協の集会室など｡

( 個別に調整 します)

週1 匡トノ2 回程度 ､ 1 回 2 時間程度 ｡

( こ都合に合わせて決め られます)

参加家庭からの低料金の会費によ っ て ､ 運営に必要な実費を賄っ て い

ただ< 仕組みなので ､ 持ち出 しにはな りません｡

N P O 法人アスイク ( 担当 : 和田)
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あ なたの ベ ー ス で ｡

活動の曜日や時間は ､ あなた自身の わ合や希望に

応じて ､ ある握鷹月由に投定できます｡

サポ ー タ ー 同士の つ ながり｡

定期的な研修会などの書を遺して､ 他のサポ ー タ ー

とお互いを高め合うようなつ ながりが生まれます｡

● 大変な状況にある子どもたらが成長する

キ ッ カケをつ < りたい ｡

● 幅広い 人との つながりをつ < りたい ｡

● 人の話を聞い たり､ ほめるのが好き｡

● パソ コ ンでインタ ー ネ ッ トやe メ ー

ル を

普段か ら使 っ て いる｡

※ 大学生 ､ 主婦 ､ シ = アなど､ さまざまな

年代の方が活躍 して い ます ｡

※ 複数の メ ンバ
ー

での 活動も､ 歓迎 してい
~ ます｡

並木謙之介さん (6 0)

私は汀関係の会社に勤めてい
て

､ 定年後にまなびサポ ー

タ ー になりました ｡ 定年後の
長い 人生 を､ とう充実させる
力＼悩んで いたんです｡
勉強を教えることは苦手 です
が

､ この仕組みはパソコ ン教
材で子 ともガ学ぶ し､ 子ども
との コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ンが

中心なので ､ すく慣れるこ とができまレた ｡
子どもが笑顔で話しかけてくれるようにな っ

_
て､ 自分を悟頼して､ 必要としてくれ るよう
になると､ し< なりますね｡
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【1 7 : 3 0 】

教室となる場所で ､ 子 どもたち

が使うパソコ ンの準備 ｡

早めに果て 手伝 っ て < れる子も｡

【1 8 : 0 0】
ぞろぞろ集まっ てきた子どもた

ち を出迎え｡ ら よ つ とした声が

けから関係つ< りが始まります｡

j ● 教科書の内容 に沿 っ て ､

アニ メ のキ ャラクタ
ー

がイチから丁寧に教え

て < れる教材で す｡

● 勉強が苦手な子どもで

も､ 飽きずに､ 楽 し< ､

まなJ5 に とができます｡

● ｢ すらら｣ は､ 全国で

2 0
,
0 0 0 人以上が使 っ

て いるサ
ー ビスです ｡

【1 8 : 3 0】
子どもたちがパソコ ンとe ラ ー

ニ ンクに む力＼っ て ､ 学習中｡ た

まに見回 っ て ､ 前向きな声掛け｡
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【1 9 : 0 0】
面談タイム｡ 子どもの声に耳を

傾けなが ら､ い つ まで何をやる

か ､ 目標 を 一

緒に考えます｡
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※ 説明会は1 暗闇程度です｡ こ の活動について ､ 詳 しいこ説明を個別にさせていただきます｡

※ 導入研修は､ 3 時間程度です｡ 実際の活動に必要な内容を学び､ 不安を解消します｡

N P O 法人

アスイケ
2 0 1 2 年度キ ッ スデザイ ン賞

2 部門同時受艇

● N P O 法人アスイクは､ 乗 白本大震災の直後か ら､ 避難所や仮

設住宅で 生活する子どもたち に､ ｢ まなび｣ と ｢ つながり｣

を生み出す活動を続 けてきま した｡

● 被災の有無に関係なく､ 経済的な問題によ っ て放課後の教育

機会に格差がうまれない社会 を築< ために､ た < さんの方々

と 一 緒に ｢ 放課後のまなび場｣ を立ち上げる活動を行な っ て

います｡




